
☆　貸与奨学金とは、卒業後に返還しなければならない奨学金です。他の奨学金との併用貸与を認めている奨学金もありますが、家族の状況や卒業後の自分の生活設計も考慮し、必要以上に奨学金を借りすぎることがないようにしてください。
1　下記はYINS-CNS等に掲載した、2023年度奨学生募集情報の一覧です。CNSのメール通知機能等を活用して、当該年度の掲示を見逃さないようにしてください。
2　募集要項・募集時期は変化することがあります。応募時には、必ず当該年度の募集要項を参照してください。
3　指導教員（クラス担任・担当教員）の推薦所見や家族の収入に関する証明書など、自分だけで用意できない書類を求められることがあります。期日にはゆとりを持って準備してください。
　　

学部
修士
課程

博士
課程

1 2023/4/14 直接応募 上越学生寮奨学生 〇 〇 〇
学部：7万円/月
院：10万円/月

無利子
上越市、妙高市、糸魚川市のいずれかの市に3年以上住所を有した人で、かつ、そこに所在する中学校または
高等学校を卒業した人のうち、学業に優れた学生等で以下のいずれかに該当する大学生•大学院生•学術研究
者（大学若しくは大学院を卒業した人で研究活動をしている人）

6月から最短修業年限
の終期まで

学術研究者は5年間

卒業後14年以内

3カ月に一度、受領書を提出する必要があります。
【学部】
修学資金の貸与を受けた者が、卒業後すぐに看護職員の免許を取得し、引き続
き5年以上山梨県内の次に掲げる施設において看護職員の業務に従事したとき
は、返還を減免する。

1.全額免除対象施設
200床未満の病院/ 精神病床数が80％以上を占める病院/ 診療所/介護老人保健
施設/介護医療院/指定訪問看護事業所（介護保険法又は健康保険法の指定を受
けた事業所）/産科又は産婦人科を有する病院（助産師として業務に従事する場
合に限る）

2.一部免除対象施設（貸与額の二分の一が免除）
法令の規定により看護職員の設置が定められている県内の施設（1.の対象施設
を除く） （例：総病床数200床以上の病院・特定のデイサービスセンターな
ど）

【修士】
大学院の修士課程を修了後速やかに次の県内施設において、引き続き5年以上看
護職員の業務に従事した場合、修学資金の返還債務を免除します。

病院/診療所/介護老人保健施設/介護医療院/指定訪問看護事業所（介護保険法
第四十一条第一項本文の指定に係る同法第八条第一項に規定する居宅サービス
事業（同条第四項に規定する訪問看護に係る事業に限る。）又は健康保険法
（大正十一年法律第七十号）第八十八条第一項の指定に係る同項に規定する訪
問看護事業を行う事業所）
※ 一部免除の規定はなし。

3 2023/4/30 直接応募 常磐奨学会 〇
3万円/月
理系学生は3.5万円/月

無利子
2023年4月1日現在在学中か、2023年4月より入学見込の方で、次の1または2のいずれかに該当する方
1福島県いわき市、茨城県北茨城市及びその周辺地域居住者の子弟
2福島県内および茨城県内の学校に在学する者

正規の最短修業年限
の終期まで

6ヶ月の猶予
後、貸与期間の
2倍以内

・筆記試験と面接により審査されます
面接日：2023年5月6日(福島県いわき市)

貸与奨学金一覧

有

応募方法
(個人で直
接応募、も
しくは大学
窓口経由）

奨学金名
団体名等

締切順

対象
(特に記載がなければ、

2023年4月1日時点)

申請締切
（大学経由の
場合、学内締

切）

返還
免除制度

備考
学部や

専攻分野

〇 〇

保健師、助
産師、看護
師、准看護
師となるた
めの学校・
養成所、も
しくは看護
系の大学院

給付金額 利子 出　願　資　格 期間 返済期間

2
学部3.2万円/月
院8.3万円/月

無利子
正規の最短修業年限

の終期まで
山梨県看護職員

修学資金

保健師、助産師、看護師、准看護師となるための学校・養成所、もしくは看護系の大学院修士課程に在学
し、
卒業又は修了後、山梨県内の対象施設で看護職員として就業する意思を有し、
在学する学校等の長の推薦を受けた方。
※貸与を受けるにあたって、連帯保証人を2名立てる必要があります。

返還に該当する
理由が発生した
時から、貸与を
受けた期間に相
当する期間内

2023/4/28 大学窓口
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貸与奨学金一覧

応募方法
(個人で直
接応募、も
しくは大学
窓口経由）

奨学金名
団体名等

締切順

対象
(特に記載がなければ、

2023年4月1日時点)

申請締切
（大学経由の
場合、学内締

切）

返還
免除制度
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学部や

専攻分野
給付金額 利子 出　願　資　格 期間 返済期間

山梨県医師修学資金
【第一種】

〇
1年生
優先

医学科 5万円/月
次の要件を全て満たす者
1 大学の医学を履修する課程に在学していること
2 将来、県内の公立病院等に医師として勤務する意思があること

次の要件を全て満たした場合、返還免除
1 卒業後、2年以内に医師の免許を取得
2 医師免許取得後、6年を経過するまでに3年間、県内の公立病院等において医
師の業務に従事
3 県内病院が実施する臨床研修を修了
※詳細はしおりを必ず確認すること

山梨県医師修学資金
【第二種】

〇 医学科 13万円/月

次の要件を全て満たす者
1 山梨大学医学部医学科に在学していること
2 将来、県内の特定公立病院等に医師として勤務する意思があること
※地域枠入学者は、この奨学金を受けることが必須です

次の要件を全て満たした場合、返還免除
1 卒業後、2年以内に医師の免許を取得
2 医師免許取得後、貸与期間の 5/2 に相当する期間を経過するまでに貸与期間
の 3/2 に相当する期間、知事が指定する県内の特定公立病院等において医師の
業務に従事
3 県内病院が実施する臨床研修を修了
4 専門研修を受ける場合は、 県内病院が実施する専門研修を修了
※詳細はしおりを必ず確認すること

山梨県医師修学資金
【第三種】

〇 〇
医学系

(看護を除
く)

5万円/月

次の要件を全て満たす者
1 山梨大学大学院の医学を履修する課程に在学していること
2 医師免許を受けていること
3 将来、県内の公立病院等に医師として勤務する意思があること

次の要件を満たした場合、返還免除
修了又は退学後から引き続いて3年間、県内の公立病院等において医師の業務に
従事
※詳細はしおりを必ず確認すること

5 2023/5/21 直接応募
トヨタ女性技術者育
成基金2023年度奨学
生

〇
1・3年

生

〇
1年生

理工学系
60万円/年
※返還免除制度あり

実質無利
子（返還
予定利息
相当額を
基金が給
付する）

以下のすべての条件に当てはまる方
1 学部1・3年生または大学院1年生の女性
2 学業成績優秀で、当基金の主旨に賛同し、将来製造業社でものづくりに関わる女性エンジニアとして、活
躍していく意欲、熱意のある方
3 理工学系を専攻する方
4 日本国籍を有し、日本に居住している方

卒業まで（最長で大
学院卒業までの6年）

卒業後6年間 有
・基金支援企業に入社した場合には実質元金の返済は全額免除
・製造業者入社時には元金の半額と返済利息相当額を卒業時に一括給付

6 2023/5/25 大学窓口 関育英奨学会

〇
2～4年

生
(医

5.6年
生)

3万円/月 無利子
学部の2～4年生、医学部生は5、6年生で、人物・学業ともに優秀かつ健康でありながら、学資の支弁が困難
と認められる者で、在学する学校の推薦した者

正規の最短修業年限
の終期まで

貸与終了12か月
後から20年以内

・指導教員またはクラス担任の推薦所見が必要です。

7 2023/6/16 大学窓口 福島県奨学生 〇 3.5万円/月 無利子

以下の全てに該当すること。
1 福島県内の高校を卒業した者、若しくは高等学校卒業程度認定試験若しくは大学入学資格検定に合格した
者。（合格当時県内に住所を有していた場合に限る。）で、入学又は入学する目的をもって住所を移転する
まで県内に引き続き6ヶ月以上住所を有していること。または、県外の高校を卒業した者で、卒業の月に福島
県奨学資金を受けていたこと。
2 ≪学力≫高等学校における最終2ヵ年の全履修科目の評定平均値が3．0以上であること。ただし、2年生以
上の場合は、さらに大学における学業成績が本人の属する学部（科）の平均水準以上であること。
≪所得≫本人の生計を主として維持する者の1年間の総収入金額から必要経費及び特別控除額を差引いた所得
金額が、規程する所得基準以下であること。（詳細は募集案内参照）

正規の最短修業年限
の終期まで

貸与終了6か月
後から貸与総額
に応じて20年以
内

・指導教員またはクラス担任の推薦所見が必要です。
・日本学生支援機構奨学金との併願は可能ですが、併用して貸与を受けること
はできません。

8 2023/9/30 直接応募
小堀雄久学生等支援
会奨学生
（2023年前期）

〇 〇 理工農系 4万円/月 無利子
理工農系の学部の1年～4年生および同系の大学院修士課程の院生で、
成績優秀で向学心に富み、品行方正であえること。
主となる保護者（家計扶養者）の年間収入が税込1000万円以下であること。

正規の最短修業年限
の終期まで。
在籍する大学の大学
院へ進学する場合は
修士まで2年間継続可
能。

1年間猶予後、
貸与期間の2倍
以内

・振込はゆうちょ銀行に限られます。
・奨学生は、年に1回、学業状況・生活状況について財団に報告する必要があり
ます。

9 2024/3/31 直接応募
小堀雄久学生等支援
会奨学生
（2023年後期）

〇 〇 理工農系 4万円/月 無利子
理工農系の学部の1年～4年生および同系の大学院修士課程の院生で、
成績優秀で向学心に富み、品行方正であえること。
主となる保護者（家計扶養者）の年間収入が税込1000万円以下であること。

正規の最短修業年限
の終期まで。
在籍する大学の大学
院へ進学する場合は
修士まで2年間継続可
能。

1年間猶予後、
貸与期間の2倍
以内

・振込はゆうちょ銀行に限られます。
・奨学生は、年に1回、学業状況・生活状況について財団に報告する必要があり
ます。

4
正規の最短修業年限

の終期まで

返還事由の生じ
た月の翌月末日
までに、利息を

付して返還
(在学中は猶予)

2023/5/8 大学窓口 年10％ 有
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10 2023/4/21 大学窓口
公益財団法人
中部奨学会

〇 〇
学部：3.5万円/月
院：6万円/月

無利子
大学学部・大学院に在籍する学生で人物・学業ともに特に優れ、
健康にして経済的理由(※)により著しく就学が困難な者
※日本学生支援機構が実施する第二種奨学金の対象となる者と同程度

正規の最短修業年限
の終期まで

貸与終了1年後
から、15年以内

・同財団の実施する給付型奨学金もあります。
・指導教員の推薦書が必要です。

11

2023/5/20
(ただし、5/6
までに大学窓
口に提出し、
推薦を受ける
必要あり）

直接応募 あしなが育英会 〇 〇 〇

学部：7万円/月
うち3万円は給付
院：12万円/月
うち4万円は給付

※学部生は、特に経済
的に困っている方向け
に、月の貸与額を1万円
増額する特別制度があ
ります。

無利子
保護者（父または母など）が、病気や災害(道路上の交通事故を除く)、自死(自殺)などで死亡、または保護
者が1級から5級の障がい認定を受けていて、経済的な援助を必要としている家庭の子ども
※入学前の方向けに、予約募集があります。

正規の最短修業年限
の終期まで

卒業の半年後か
ら20年以内
(期限延長制度
あり）

・一部の金額は返還不要の給付金になっています。
・個人応募ですが、期日までに大学窓口まで申請書類をすべて提出し、推薦書
の発行を受ける必要があります。

12

<在学>
2023/10/31
<第1次予約>
2023/8/31
<第2次予約>
2024/1/31

直接応募 交通遺児育英会 〇 〇 〇

学部：4万・5万・6万円
/月より選択
院：5万・8万・10万円/
月より選択

いずれもうち2万円は給
付

学部新入生には入学一
時金あり

無利子

大学・大学院に在学している25歳（申込時）までの学生で、保護者等が自動車やバイクの事故など、道路に
おける交通事故で死亡したり、重い後遺障害のために働けず、経済的に就学が困難な生徒・学生であるこ
と。応募者が生まれる前に保護者が後遺障害になった場合も含む。
※ここでいう後遺障害とは、自動車損害賠償保障法施工令別表第1及び別表第2の第1～7級までの障害または
身体障害者福祉法の第1～4級があたります。
※令和5年4月に入学予定の方は「予約応募」が可能です。

正規の最短修業年限
の終期まで

貸与終了6か月
後から20年以内

・個人応募ですが、窓口に一旦申請書類を提出し大学の推薦を受ける必要があ
ります。
・交通事故証明書等の準備が必要です。
・指導教員またはクラス担任の推薦所見が必要です。
・上限15万円の自動車運転免許取得費用補助、家賃補助の制度があります。

以下、貸与と給付を組み合わせた奨学金（交付される金額の一部は返済不要のものです。）
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